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大
正
元
年
の
京
都
帝
国
大
学
に
よ

る
調
査
後
、
全
国
的
に
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
田た

添ぞ
え

夏な
つ

喜き

氏
と
玉
名
高
校
考
古
学
部
に
よ
る
昭

和
38
年
の
調
査
で
は
多
く
の
副
葬
品

が
出
土
し
、
新
た
な
装
飾
文
様
も
見

つ
か
り
ま
し
た
。
昭
和
52
年
に
国
指

定
史
跡
と
な
り
、
貴
重
な
装
飾
文
様

を
守
り
活
用
す
る
た
め
の
保
存
整
備

が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
千
５
百
年
の

時
を
経
て
な
お
鮮
や
か
な
色
彩
を
今

も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

副
葬
品
の
金
製
や
銀
製
の
耳
飾
り

を
は
じ
め
、
水
晶
製
勾
玉
、
真
珠
な

ど
の
装
身
具
、
馬
具
、
大た

刀ち

や
鉾ほ

こ

な

ど
の
武
器
が
出
土
し
、
玉
名
市
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

（
一
部
は
こ
こ
ろ
ピ
ア
で
展
示
中
）。
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国
指
定
史
跡

 
日
本
遺
産
構
成
文
化
財
（
第
４
番
）装飾文様がある大坊古墳の石屋形。石屋形とは、現代の棺とは違って横から遺

体を納める形の “開かれた棺 ”で、福岡県南部から熊本県内に特徴的なもの。

大
坊
古
墳

赤
鬼
・
青
鬼
が
住
ん
で
い
た
!? 

「
鬼
の
か
ま
」
と
呼
ば
れ
た
古
墳
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金製の垂飾
付耳飾り

　

こ
の
古
墳
の
主
は
、
当
時
の
日
本

列
島
で
は
作
れ
な
か
っ
た
精
緻
な
細

工
が
施
さ
れ
た
舶
来
品
の
金
の
耳
飾

り
や
、
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
ば
か
り

の
馬
や
乗
馬
技
術
も
手
中
に
収
め
て

い
た
人
物
。
し
か
も
前
方
後
円
墳
と

い
う
特
別
な
形
の
古
墳
に
葬
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
経
済
力
や
軍
事
力

ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
中
央
政
権

で
あ
る
ヤ
マ
ト
政
権
と
密
接
な
関
係

を
結
ぶ
政
治
力
を
も
持
っ
た
有
力
者

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

水晶製の勾玉やメノウ・真珠・
ガラスなどで作られた首飾り

故田
た
添
ぞえ
夏
なつ
喜
き
氏。玉陵中

に勤務しながら大坊古
墳を始め玉名校区の馬
出古墳（装飾古墳）や
小路古墳など破壊の危
機に瀕した多くの遺跡
を調査し、玉名の歴史
解明に大きな役割を果
たした。３月 17日～
こころピアの企画展で
業績を紹介（29㌻）。

前室での墓前祭
祀に使われた壺。

馬具。鉄製で金メッ
キが施されていた。

１㍍近くある鉄製の大刀。
他にも鉄剣や鉾や鉄の矢じりなど多くの武器を携えていた。

　

大だ
い

坊ぼ
う

古
墳
は
、
今
か
ら
千
５
百
年

ほ
ど
前
（
6
世
紀
前
半
～
中
頃
）
に

造
ら
れ
た
古
墳
。
菊
池
川
右
岸
の
玉

名
平
野
を
見
下
ろ
す
丘
陵
の
先
端
に

位
置
し
、
菊
池
川
や
玉
名
平
野
の
恵

み
を
背
景
に
こ
の
一
帯
を
治
め
た
と

考
え
ら
れ
る
首
長
の
お
墓
で
す
。
全

長
40
㍍
超
の
前
方
後
円
墳
で
、
遺
体

を
埋
葬
す
る
石
造
り
の
部
屋
（
横
穴

式
石
室
）
が
あ
り
ま
す
。
石
室
は
、

入
口
側
の
前ぜ

ん

室し
つ

と
、
そ
の
奥
の
玄げ

ん

室し
つ

に
分
か
れ
、
遺
体
を
納
め
た
棺
（
石い

し

屋や

形か
た

）
は
赤
・
黒
・
青
（
灰
色
）
の

顔
料
で
描
か
れ
た
「
連
続
三
角
文
」・

「
円
文
」
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
石
室
の
天
井
に
穴
が
開
い

て
い
て
中
に
入
れ
た
た
め
、
地
元
の

人
に
は
そ
の
存
在
が
昔
か
ら
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
窓
も
な
く
真
っ
暗

な
、
石
で
造
ら
れ
た
不
思
議
な
狭
い

空
間
。
そ
の
中
で
、
う
す
ぼ
ん
や
り

と
照
ら
し
出
さ
れ
た
赤
や
青
の
不
思

議
な
文
様
を
見
た
昔
の
人
は
、
赤
鬼

や
青
鬼
の
す
み
か
だ
と
思
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。地
元
で
は
、「
鬼
の
か
ま
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。


